
ICOLD(国際大ダム会議)大会・年次例会への参加報告 

施設工学研究領域 施設構造ユニット長 田頭秀和 

  2018年 7月 1 日～6 日にオーストリア共和国ウィーンで開催された「ICOLD(国際大ダム
会議)の第 26 回大会・第 86回年次例会」に参加する機会を頂きました。 

ICOLD は、ダム技術を通じて水資源の開発・管理の発展を先導することを使命として 1928年
に設立された国際会議です。2018 年現在で加盟国は 100 カ国に及び、各国のダム分野に大きな
影響力があります。組織形態でいうと学会ではないのですが、海外のダム管理者・技術者・研究
者の注目度が高く、ほぼ毎年 1000 人を優に超える参加者で活気に溢れています。 

 本会議の活動の主なアウトプットは、各種技術委員会が主体となった基準やガイドラインの作
成と、3年ごとに開催される大会での課題討議、の 2 つです。前者は、ICOLD の最重要成果物と
いうべきもので、委員間で共同作業や共同研究を実施し、毎年開催される年次例会で委員会を開
催して討議を行いながら成果を創出していきます。2018年現在では 22 個の委員会が設けられて
おり、日本(日本大ダム会議)は 20個に委員を派遣しています。私はそのうちの「フィルダム委員
会」の委員として出席しました。当委員会では報告書「既存のダム、堤防、土手とその基礎にお
ける内部侵食」が出来上がったばかりで、その他に 4 つのガイドラインの改訂に取り組んでいま
す。さらに新たな検討課題を絞り込み中で、意欲的な活動がまだまだ続きそうです。 
 後者は、世界共通的な重要課題を大会ごとに数項目選定して論文を募り、大会で集中的に討議
を行います。本大会の課題は、①堆砂対策と持続可能な開発、②安全とリスク管理、③地質とダ
ム、④小規模ダムと堤防、の 4 つでした。②には、当ユニットから論文１編「Centrifuge model
test for destruction of dam body induced by the liquefaction of its foundation (Yoich Hayashida,
Hidekazu Tagashira and Susumu Masukawa)」を投稿しています。最近は、築造年代が古いダム
の機能の保全・向上および補修・補強に関係する議題がよく採り上げられています。

海外ではフィルダムの形式は、アスファルトやメンブレン等を遮水材として使用した中心(ま
たは表面)遮水型ロックフィルダムが主流になりつつあり、堤高 200m 級の高ダムがどんどん計
画・建設されています。一方で日本では基本的に新規にダムを建設しない施策がとられているこ
ともあり、日本のダム技術がガラパゴス化する懸念を感じています。巨大地震やゲリラ豪雨への
対策を含めた機能の評価・強化、維持・管理など、国内のダムが直面している課題はたくさんあ
ります。既存ダムの大規模な改修や再開発が必要な事例も必ず出てきます。そうした場合に、日
本ではまだ採用されていない海外の技術を適宜に活用できるように図ることも委員の責務だと
考えています。 
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